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業績予想の修正（連結及び個別）及び配当予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成 25 年 11 月 1 日付で公表いたしました平成 26 年 3 月期（平成 25 年 4

月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日）の連結並びに個別の業績予想及び平成 25 年 5 月 10 日付で公表いたし

ました配当予想について下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

 

記 

 

Ⅰ．業績予想の修正について 

（１）連結業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

5,500   

百万円

30   

百万円

30   

百万円 

20    

円 銭

1.63 

今回修正予想  （Ｂ） 5,100   △ 130  △  80   △  60    △ 4.88 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 400   △ 160   △ 110   △  80    

増 減 率  （％）   △  ７.3 ―     ―  ―    

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,152   △ 258   △ 234   △ 220    △17.94 

 

（２）個別業績予想数値の修正 

平成 26 年 3 月期通期個別業績予想数値の修正（平成 25 年 4 月 1 日～平成 26 年 3 月 31 日） 

  売 上 高 経常利益 当期純利益 
1 株当たり 

当期純利益 

 

前回発表予想  （Ａ） 

百万円

5,490   

百万円

30   

百万円 

20    

円 銭

1.63 

今回修正予想  （Ｂ） 5,090   △  80   △  60    △ 4.88 

増 減 額（Ｂ）－（Ａ） △ 400   △ 110   △  80    

増 減 率  （％）    △ 7.3 ― ― 

(ご参考)前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
5,145   △ 236   △ 221    △18.01 

 

（３）修正の理由 

 

   １．連結業績について 

一部製品では住宅着工件数の増加や消費税導入前の駆け込み需要の影響により伸びたものの、

国内生産拠点の海外移転に伴う内需の減少に加え、中国をはじめとする新興国の需要が伸び悩ん

だことから、第４四半期におきましても数量・価格ともに当初予想を下回る見込みとなりました。このよう

な状況のもと、減産を図り在庫削減を実施するとともに、徹底したコスト削減等諸施策の実施による収



益確保を図ってまいりましたが、売上高、営業利益、経常利益において前回予想を下回る見通しとな

り、業績予想を修正するものです。 

 

 

   ２．個別業績について 

      個別業績の修正理由は、連結業績予想と同様であります。 

 

Ⅱ．平成２６年３月期期末配当予想の修正（無配）について 

（１）修正の内容 

 年間配当金 

第２四半期 期  末 合  計 

前回予想 

（平成 25 年 5 月 10 日発表） 

円 銭 円 銭 円 銭

２.５ ２.５ 

今回修正予想 ０.０ ０.０ 

当期実績 ０.０   

前期実績 

（平成 25 年 3 月期） 
０.０ ２.５ ２.５ 

 

（２）修正の理由 

当社は、安定した経営基盤の確立を目指すとともに、株主の皆様に対する継続的な利益配分を最

重要施策の一つと認識し、中長期的成長のための内部留保の充実及び財務体質の強化等を総合的

に勘案のうえ、配当方針を決定しております。 

しかしながら、当期の期末配当については、上記の業績予想の修正、および純資産の状況に鑑み、

まことに遺憾ではございますが、実施を見送らせていただくことといたしました。株主の皆様には誠に

申し訳なく存じますが、引き続き収益回復及び企業価値の向上に努め早期の復配を目指してまいりま

すので、何卒ご理解賜りたくお願い申し上げます。 

 

（注）上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は今後様々な要因によって異なる結果となる可能性があります。 

 

以上 


